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１　問題と目的

平成29 年告示の中学校学習指導要領の剣道で

は，第１学年及び第２学年で「打ったり受けたり

するなどの簡易な攻防をすること」，第３学年で

「相手の構えを崩し，しかけたり応じたりするな

どの攻防をすること」1）と示されている．このこ

とから，剣道授業の中心的な指導内容は「攻防」

であると解釈される．また，中学校学習指導要領

解説では，「攻防」を行う場を，「自由練習」や「簡

易な試合」と挙げている2）したがって,「攻防」は，

相手と対峙し，互いに攻撃や防御し合う条件で行

われるものであると考えられる．

また，「攻防」の学習をする意義として，①剣

道の起源が戦いであり，現代ではそれが試合に置

き換えられていると考えられること ②剣道授業

の技能の目的は「攻防」することであり，技は

「攻防」をする中でつくり出されていく可能性があ

ると考えること③剣道の文化性・精神性は，実体

験を通じて学ばれると考えることの３点を挙げる．

しかし,学校現場で行われている剣道授業では，

試合の状況の中で行われる「攻防」の学習よりも，

技や動きの習得が学習の中心となり，試合をする

時間がなかったり，試合をしてもその時間や経験

が少なかったりし，「攻防」の学習に迫ることが

できない様子が見受けられる．　このような「攻防」

の学習ができない剣道授業を問題として捉えてい

る．

そこで，本研究では，「攻防」が学習の中心的

内容の授業実践をすることで，「攻防」の状況から，

子どもに学ばれている内容にはどのような可能性

があるあるかを明らかにすることを目的とする．

そして,その視点として「剣道の理念」を用いる.

「剣の理法」は「刀法」「身法」「心法」に分けて

考えられるとされ3)，「剣道の原理・原則」を意

味するものであると言われている4）.このことか

ら，「剣の理法」は剣道そのものを表したもので

あると捉えられている.この視点を中心に,「攻防」

から学ばれる剣道の内容を考えていきたい．

２　 研究Ｉ　－ Ｎ中学校の実践－

2-1　研究方法

「攻防」中心の剣道授業を設定した剣道授業を

Ｎ 中学校で実施し，子どもの様子をビデオカメラ

で撮影する．記録されたＶＴＲのうち，試合や練

習試合などの「攻防」をしている場面で対人的技

能や基本動作が出現している状況に着目し，これ

らが学ばれている可能性について分析する．そし

て「攻防」の学習に迫るための基本動作・対人的

技能・試合の在り方を考察する.

2-1-1　実践内容・対象

Ｎ中学校で行われた実践内容を表1に示す．

表Ｉ　Ｎ中学校の実践内容

実践対象者は中学２年生男女，授業者は第１時

を筆者，第２時以降をＡ教諭（教職12 年目）が

行った.

2-2　結果と考察

まず，Ｎ 中学校の実践の試合で出現した対人的

技能を示す．

図1-1～1-4はＡが胴を打つ様子である．図



図１　手元 を上げさせて胴

1-1と図1-2で，Ａは中段の構えから，１歩前に

出ながら竹刀を振り上げ，ＢはＡの動きに合わ

せるようにして，手元を上げている．図1-3 と図

1-4 でＡ は，Ｂが手元を上げ隙となった胴を打っ

ている．　この様子から，Ａの竹刀を振り上げた

動きは，相手に手元を上げさせるためのもので

あったと捉えられる．

図２　隙をつくらせて面

図2-1～2-4はＡが面を打つ様子である．図

2-1で，中段に構えた合った状態から，図2-2で

Ａは竹刀を振りかぶり，Ｂはそれに合わせるよう

にして手元を上げている．図2-3 でＡは１歩前

に出ながら左肩の方に竹刀を振りかぶっている.

それに対しＢは，竹刀を右斜め下に降ろして首

を傾けている．図2-4 でＡは竹刀を振り下ろし，

Ｂの面を打っている．この様子からＡ の前に出

ながら,一旦竹刀を左肩の方に振りかぶる動きは，

相手が防御するタイミングをずらすためのもので

あったと考えられる．

このほかにも，体の左側で竹刀を回すように振

りかぶり，タイミングを崩して面を打つ動きや，

面を打って相手に手元を上げさせて胴を打つとい

う「面胴」の二段技につながる動きが見受けられ

た．　これらの動きは，教師が教えたものではない

ことから，試合の中で子どもが自発的に発揮した

ものであると考えられる．　このことから，試合経

験をある程度多く積ませることで，試合の状況に

応じた対人的技能を子どもは自得していくことが

できると考える．

次に試合で出現した基本動作の問題点として，

声・打ち・踏み込みの一致（以下，「気剣体一致」

とする）していない動きがあった．図3-1～3-4

はその一例である．

図３　手元 だけの打ち

図3-1 ～3-4 はＡ が面を打つ様子である．図

3-3 でＡがＢの面を打っているが，Ａ は足を動

かさず，手元だけで面を打っている．このような

「気剣体一致」しない動きが現れたのは，基本動

作習得段階に原因があると考える．本実践では，

基本動作習得段階で教師が「面打ち」「小手打ち」

「胴打ち」「面体当たり引き技」などの複数の技を

教え込んでいた．そのため，子どもたちは動きの

理解・習得ができないまま，次々と課題が与えら

れ，動きの習得が不十分となっていた.

このことから筆者は，基本動作習得段階で技を

教え込もうとするのではなく，試合のための「準

備」と捉え，「気剣体一致」の習得をねらうことで，

剣道としての一定の様式のある試合をすることが

できると考える.

2-3　まとめ

Ｎ中学校では「攻防」中心の剣道授業を計画し，

試合経験を多く積ませた．試合では複数の対人的

技能が見受けられた．　このことから，試合経験を

ある程度多く積ませることは対人的技能自得の可

能性があることが示唆された．　また，基本動作の

問題点として，「気剣体一致」しない動きを挙げた．

そこで,基本動作習得段階を試合のための「準備」

捉え，「気剣体一致」の習得をねらうことの有効

性を考えた．

３　研究Ⅱ　 －Ｈ中学校の実践－

3-1　研究方法

「攻防」の学習に迫ることを目的とした授業を

実施し,子どもが考えたことや気づいたことから，

学ばれている内容の可能性を考察する．
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3-1-1　実践内容・対象

研究Ⅱでは,研究Ｉで考察された内容を参考に，

「準備」→試合と捉え，「準備」では「気剣体一致」

の習得を試みた．そして，単元の半分以上に試合

を設定し，「攻防」する機会を確保した..実践し

た内容を表２に示す.

表２　Ｈ中学校の実践内容

対象者は中学２年生Ａ 組とＢ組２クラス．授

業者は筆者．授業時数は，Ａ組は10 時間，Ｂ組

は11 時間であった.

3-1-2　分析方法

分析は，実践対象者の「剣道ノート」への記述

を用いる．「剣道ノート」とは，毎時授業終了後

に子どもが授業で考えたことや気づいたことなど

を記述するノートである．これを子どもの考えが

反映されたものと捉え，分析の対象として扱うこ

ととした．

分析の手順は①上位カテゴリーの設定と分析②

下位カテゴリーの設定と分析とする．

上位カテゴリーの「攻防」は学習指導要領におい

て剣道の技能が「攻防すること」5）であることか

ら，「精神」は解説に武道の特性として「我が国

固有の文化」6）が挙げられていることから設定し

た．

上位カテゴリーの定義と例を表３に示す.

表３　上位カテゴリーの定義と例示

下位カテゴリーは，上位カテゴリーに分類した

記述を言及対象ごとに区切り，｢KJ 法｣7) を参考

に同意と考えられる内容でまとめ，下位カテゴ

リーを設定した．

3-2　 結果と考察

3-2-1　上位カテゴリーに分類した結果と考察

Ａ組及びＢ組の「剣道ノート」の記述内容を，

設定したカテゴリーで分類した結果を表４に示

す.

表４　各カテゴリーの件数

この結果から，子どもたちは，「攻防」が中心

的内容の剣道授業を通して，試合での攻防の仕方

や剣道の文化性・精神性について何らかの学習を

していることが示唆される.

3-2-2　下位カテゴリーに分類した結果と考察

「攻防」の上位カテゴリーに属する記述は20 の

下位カテゴリーに分類し，「精神」の上位カテゴ

リーに属する記述は11 の下位カテゴリーに分類

した．そして，各下位カテゴリーを「剣の理法」

を視点に，学ばれている内容にはどのような可能

性があるか考察した．それを表５と表６に示す.

表５ 「攻撃」に属する下位カテゴリ＿＿覧

下位カテゴリーのうち，筆者が興味深いと感じ

た例を以下に示す．
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表６「精神」に属する下位カテゴリ－一覧

「相 手 が打っ た 後に打 つ」に属 する 記述 に は「 相

手 が打 っ た 直 後油 断 し て い る す きに， ど う を う

つ！」「相手が打ってきたときはよけながら打つ

とい い と 思っ た 」「 相手 に打 たせ て か ら打 つ と 一

本 をと りやす い と思い まし た」 な どがあ っ た． こ

れ らは 技 の尽 きた処 」や 「受 け 止 め た処 」8）につ

ながる考えであることから，「刀法」「身法」「心法」

全 てに 関連し てい る と考え る.

「 守 り と攻 め」 に属 する 記述 には 「 守 り なが ら

せ め れる よ う にし たい 」「 竹刀 で か ま え てい る と

きにこ てや どう を打 たれて し まっ たので ， 守っ て

い る と きも 相手 のこ とを よ く見 て打 ち たい で す」

な どがあ っ た． こ れら は「 懸待 一致 」 する こ と9 ）

を 含意し てい る こと から，「刀 法」「身 法」「心 法」

全 てに 関連し てい る と考え る.

「 落 ち着 く 」 に属 す る記 述 に は「 冷 静 に相 手 の

あい ている ところ をうて るよう にし たい で す」「心

をお ちつ か せる 一集 中す るこ とが で きて， しっ か

り うてる」 な どがあ り，「平常 心」や 「不 動心 」10）

に つ なが る 考 えで あ るこ と か ら，「 心 法」 に関 連

し てい る と考え る.

「相手 を打 つこ と」 に属 する 記述 に は，「痛 くな

らない よう に と思 っ て力 を弱 め て し まい まし た．

そ れは 自分 の ため にも相手 の ため に もな らない ん

だな と思い まし た.」「他 人を打 つ とい う のは， 心

が 痛 むよう な気 もす るけ れど 剣道 の楽 し みが 増え

たと 思い ます」 など があ っ た． こ れ ら は「 武力 」

と「 暴力 」 の 違い13）を 認 識 し， 剣 道 の 精神 性 に

つ なが る考 えで ある と捉 えら れ,こ の こ とか ら「そ

の他」 に 関連す る と考え る．

3_3　 まと め

「剣 道 ノ ート 」 の 記 述 を「 攻 防 」 と 「精 神 」 の

上 位 カテ ゴリ ーに 分類 し た結 果 から， 子 ど もた ち

は試合での攻防の仕方や剣道の文化性・精神性に

つ いて 何 らか を学 習し てい る こ とが示 唆 さ れる．

そし て， 下 位 カテ ゴリ ーに 分類 し，「 剣の 理法 」

を 視点 に 学ば れて いる 内 容の 可 能性 を検 証し た と

こ ろ，「攻 防」 に属 す る下 位 カテ ゴリ ー は，「 刀法 」

「 身法」「心 法」 に関 連があ る と 考え た． こ のこ と

か ら， 子 ど もた ちは 「攻 防」 の 中で ，「 剣の 理 法」

に 関 連す る内 容が 学 ば れてい る可 能 性 があ る と考

え ら れた.

「精神」に属する下位カテゴリーでは,まず，「身

法 」「心 法 」に 関連 があ る と考 え ら れる ものが あ り，

こ れ は「 敵 と対し た と きの 心 の動 き」11）であ る と

考 え る．「 そ の他 」 に 関 連 す る もの は 「人 格 に か

かわ る精 神性 」12）につ な がる 記述 で あ る と捉 えら

れる．これらはいずれも剣道の精神性に関わる内

容 であ る と考 え られ る.

以 上 の こ と か ら，「 攻 防」 の状 況 か ら， 子 ど も

たち が 考 え たこ とは，「 刀 法」「 身 法」「 心 法」 の

要素 と 関連づ け ら れ， 試 合 を通 し て， 子 ど もたち

にと って の 「剣 の理 法」 を 学 んでい る 可 能性 があ

る と考 える． また, 本実践 を 通 して 子 ど もた ちは，

剣道の精神性に関わる内容を悟っていたと考えら

れる ．

４　 ま と め

試 合 での 「攻 防」 の状 況 か ら， 子 ども に学 ば れ

てい る 内容 の可 能性 を 明ら か にす るこ と を目 的 と

し た．

研 究 Ｉ で は，「攻 防 」 中 心 の授 業 実 施 を し た と

ころ ， 試合 で複 数 の対 人的 技 能が 出現 し た． こ の

こ とか ら， 試合 経験 をあ る 程 度多 く積 ませる こ と

は， 対 人的技 能が 自得 さ れる可 能 性 があ る と考 え

ら れた．

い っ ぽ う， 基 本 動 作 にお け る 課 題 の 例 とし て ，

「気 剣 体 一 致」 とな っ てい な い 動 きがあ っ た．　こ

の 様子 か ら，基 本動 作 習得 段 階 を試合 ため の「 準

備」 と 捉え ，基 本 を「 気 剣体 一致 」 の習 得 を ねら

うこ とで， 試合 の 時間 と 機会 を保 障し ， 一 定の 様

式 のあ る 「攻 防」 がで き る よう にな る と考 えた．
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研究Ⅱでは,研究Ｉで考察された内容を参考に「攻

防」が中心的内容の剣道授業を実践した．そして

分析は，子どもの「剣道ノート」の記述を対象と

した．記述内容を分類し，これを「剣の理法」の

視点に学ばれている内容にどのような可能性があ

るか考察した．

その結果，剣道授業の試合における「攻防」の

状況は，子どもたちにとっての「剣の理法」や剣

道の精神性が学ばれている可能性があることが示

唆された．

本研究を通して，剣道の技能・精神・文化を学

習するためには，試合での「攻防」の状況は必要

不可欠であること，そして，子どもたちは「攻防」

の状況から，「剣の理法」をはじめとする剣道の

核心に迫った内容を学ぶ可能性があることが考え

られた．
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